


新潟県南蒲原郡田上町

福島県

群馬県



護摩堂山頂からの眺め

蒲原平野の広大な田園風景や
遠くは佐渡島を一望できる



吉澤博文氏の経営の推移

父が外勤をしながら養豚を開始

吉澤氏、農業高校を卒業し、食肉加工会社へ就職

食肉加工会社を退職して養豚業に就農

畜産会の経営診断を受診

あすなろ会発足に参画

ウインドウレス肉豚舎を建設

プライベートブランド「熟成豚」を開発・販売

秋田県大潟村の無農薬有機米栽培グループへの堆肥販売開始
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経営・活動の内容種豚頭数年次



◇県内５市町の養豚仲間８名で構成
○飼料の統一化・共同購入、衛生クリニック受診
○各種勉強会の開催
・ データによる経営分析
・ プライベートブランド「熟成豚」の開発・販売促進
・ 豚肉の成分分析、 官能検査・試食調査の実施

あ す な ろ 会

吉澤博文氏の経営のポイント

○プライベートブランド「熟成豚」の開発・販売
○堆肥販売と耕畜連携

営 業 努 力

○法人化
○熟成豚のPR
○生産量の増加
○あすなろ会活動の向上

今 後 の 目 標

参加 技術の向上等

○種豚の系統統一、オールイン・オールアウト
HACCP方式の導入、個体管理の徹底
・ 種豚1頭当り年間肉豚出荷頭数 25.4頭
・ 肉豚上物率 59.3％
・ 種豚1頭当り所得 174,828円
・ 所得率 20.4％

高 い 生 産 技 術

（平成18年実績）



水田地帯にある農場



哺乳中の子豚

子豚舎内部



ウインドウレス肉豚舎



スーパー「マルイ」

精肉売場に並ぶ熟成豚

ロゴマーク



くみあい浄化槽

放流水は透明に近い



堆肥化処理施設

ロータリー撹拌機



トランスバッグ袋詰め

堆肥保管施設





１ 県内５市町の養豚仲間８名で構成
・ グループ全体で年間約１万頭の肉豚を生産

３ 衛生クリニック受診
・ 飼育環境改善向上

２ 飼料の統一化・共同購入
・ 仕入れ単価の引き下げと肉質改善
・ 高品質豚肉生産による銘柄豚肉の販売

４ 各種勉強会の開催
・ データによる経営分析
・ 熟成豚の開発・販売促進
・ 豚肉の成分分析並びに官能検査・試食調査の実施

あすなろ会の主な活動



１ 法人化
・ 経営における対外信用力の向上
・ 雇用条件の充実により安定的雇用が可能
・ 経営の合理化・効率化

今後の目指す方向性

２ 熟成豚のPR
・ 新たな販路の開拓

３ 生産量の増加
・ 消費拡大（販売量増加）に伴う生産量の増加

４ あすなろ会活動の向上
・ 中心メンバーとして、活動を先導


